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箕面市ＰＲキャラクター
滝ノ道ゆずる

１．箕面市の概要
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人 口  138,845人
男 性 66,388人
女 性 72,457人
世帯数    63,377世帯
（令和6年4月現在）

面 積 47.9k㎡

 ◆大阪府の北部に位置し、10㎞圏内に空港、鉄道や高速道路があ
り、交通の利便性が高いまちです。また明治の森箕面国定公園や
箕面大滝は、自然観察や文化財探訪、ハイキングなど、四季を通
して訪れる人が多い観光スポットです。

 ◆箕面市北部の止々呂美地区で栽培される実生ゆず、びわ、栗、山
椒などが特産品として知られています。
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箕面市ＰＲキャラクター
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２．箕面市・箕面市教育委員会の機構（機構図）

※文中における「子供」
の表記は、箕面市にお
いて「子ども」に統一
しているため、以降全
て「子ども」と記載し
ています。

令
箕面市では、平成17年、平成28年、平成30年の 3度にわたり、組織を改編しました。

そのねらいは、市長部局と教育委員会に分かれていた子ども関連の施策を教育委員会に一元化することです。

（幼稚園 ・小中学校が教育委員会固有の事務のため、 一元化が可能なのは教育委員会のみ）

平成17年4月 平成28年4月 平成30年4月
保育所・子育て支援センター、児 し 母子俣健事業を市長部局から し、 児重痣待に特化 した組織 「児菫祖談

童手当業務を市長部局から教育委 移管． ’← 支援センター」を創設。教育委員会

員会に移管。 の子育て担当部門に位置づけ。

平成16年度 （改編前） 平成30年度
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予防接積 ・早期療目

に一児奮相談支援センター

児童虐待対応 ・家庭支援
・-・ 

一元化 に伴い、 業務を行う行政職、保健師、保育土、
専門職を教育委員会事務局に異動
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３．箕面市の考え方（教育と福祉の融合）
 箕面市では平成17年度に、これまで市長部局と教育委員会に分かれていた子ども施策を「子ども」をキーワード

に関係部門を教育委員会に一元化し、おおむね0歳から18歳までの子どもに対する施策（子育て支援含む）を総合
的に展開しています。

 「幼稚園」「保育所」「認定こども園」「子育て支援センター」等における就学前の子どもの育ちや家庭支援と、
青少年の多様な活動を支援するため、家庭、地域、園所、小中学校とともに施策や早期療育についての推進体制を
充実させてきました。

箕面市ＰＲキャラクター
滝ノ道ゆずる

これまで、箕面市が実施してきた「教育と福祉の融合」における関連施策により、公立における保育所・
幼稚園は、ともに保育・幼児教育を考え、進めてきました。
一方で、環境の変化に伴い、市内就学前保育・教育施設の私立・民間の園の割合は著しく増加しました。

公立だけで保育や幼児教育を考え・実践するだけでは、本市で育つすべての子どもたちの可能性を引き出し、
未来を担うかけがえのない子どもたちや集団の多様な幸せ（ウェルビーイング）を保障することができません。
令和４年１０月に開設した保育・幼児教育センターでは、このような乳幼児期の保育・幼児教育について、

公立・私立や、施設種別の垣根を越えて、市内全ての就学前保育・教育施設をつなぎ、ともに高め合うための
コーディネートを担い、研修会や巡回訪問、小学校教育との接続など、保育・幼児教育全体の質の向上をめざ
した取組を進めています。架け橋プログラムについても、施設種別や運営種別を越えて実現するため、保育・
幼児教育センターが主となり、事業を進めています。
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４．架け橋期カリキュラム作成に向けた体制づくり（３年計画）

4

・１・２年目の取組を継続しながら、モデル地域での実践を引き続き行い、評価を反映させた「架け橋期カリキュラム」
の完成。

・完成した「架け橋期カリキュラム」を各就学前保育・教育施設及び小学校へ周知するとともに、市内他地域への持続
可能な展開へとつなぐ。

・１年目の取組を継続しながら、幼児期に育まれる資質・能力や「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」が小学校の
各教科等にどのように接続していくのか、検討会議で意見聴取。

・検討会議での意見を踏まえ「架け橋期カリキュラム（素案）」を作成し、本市のモデル地域である萱野地域（萱野小学
校、かやの幼稚園、萱野保育所）で実践・評価。 ※令和６年度からかやの幼稚園と萱野保育所はかやのこども園に移行

「架け橋期における接続の意義」に関する学習会（学識経験者による研修）や、施設見学等を通じて、関係者間の顔合
わせ、各施設における取組や子どもたちの実態共有、意見交換などの土台づくりを中心に実施。

１年目（令和４年度） 土台づくり

２年目（令和５年度） カリキュラム（素案）の作成

３年目（令和６年度） カリキュラムの完成

◆調査研究事業が終了したあとも、全市域で架け橋期カリキュラムの実践を継続できるようにするための手法等
の検討を進めています。

■令和４年度から行ってきた取組の流れは以下の通りです。

箕面市ＰＲキャラクター
滝ノ道ゆずる

まずは「語り合い」

カリキュラム（素案）の作成・実践・検証

地域の実情に合わせたカリキュラムへ
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５．架け橋期カリキュラム作成プロセス①（モデル地域の設定）
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本市が受託している文部科学省の調査研究事業において、地理的に本市の中央に位置する萱野小学校区（萱野
小学校、かやのこども園）をモデル地域に設定しました。

箕面市役所

モデル地域（拡大）箕面市全域

■モデル地域の設定

箕面市ＰＲキャラクター
滝ノ道ゆずる

令
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箕面市立かやのこども園（幼児部）は、萱野小学校と同敷地内で隣接していることが大きな特徴です。
ご覧の通り、園庭と運動場の境に塀なども設置していません。

小学校

認定こども園（幼児部）
（3歳児から5歳児）

５．架け橋期カリキュラム作成プロセス②（施設の特徴）
箕面市ＰＲキャラクター

滝ノ道ゆずる

今
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「架け橋期カリキュラム」を社会に開かれた教育課程にするため、様々な立場の方で構成される「架け橋
期カリキュラム開発検討会議」を設置しました。
また、同会議に参加している校園所の職員で構成された「ワーキンググループ」において開発検討会議の

意見を基に、施設見学や意見交換などを行うことで互いの教育活動やその工夫を知り、幼児期と児童期のつ
ながりを考え、カリキュラムの作成に繋げました。

【 架け橋期カリキュラム開発検討会議 】
・方針の決定
・様々な立場の方からの意見交流

【 ワーキンググループ 】
・施設種別の垣根を越えた職員同士の関係づくり
・それぞれが行っている教育活動の中身について語り合い、
相互理解を促進

・開発検討会議で決定した方針等を基に、カリキュラムの開発
・開発したカリキュラム等の実践・検証

メンバー
子ども未来創造局担当部長、学識経験者、
 萱野小学校長、かやのこども園長、
 私立認定こども園長、私立保育園園長、
 架け橋期保護者

メンバー
公立・私立の保育に関わる
方、小学校教職員
※開発検討会議メンバーの
所属から参加

５．架け橋期カリキュラム作成プロセス③（会議体の設定）
箕面市ＰＲキャラクター

滝ノ道ゆずる
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５．架け橋期カリキュラム作成プロセス④（体制図）
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役割 所属等

会長 子ども未来創造局 担当部長
（箕面市教育委員会）

委員 箕面市立萱野小学校 校長（※）

委員 箕面市立かやのこども園 園長（※）

委員 箕面保育園 園長（※）
（民間保育園連盟より推薦）

委員 こども園 アサンプション国際幼稚園
園長（※）

（私立幼稚園連盟より推薦）

委員 架け橋期代表保護者 ３名

コーディネーター 大阪総合保育大学 児童保育学部
教授（包括連携協定締結大学）
【役割】
・架け橋期カリキュラム開発検討会議の他

会議、ワーキンググループへの出席
・ご助言
・ご講演（合同研修会） など

事務局

学校教育室
（R5から事務局に加入）

保育・幼児教育センター
（市職員、保育・幼児教育

スーパーバイザー）

人権施策室

小学校 中学校

私立幼稚園
認定こども園

保育園

公立幼稚園
認定こども園

保育所

地域 保護者

保育幼稚園総務室

（※）の所属から、ワーキンググループに所属する職員を派遣して
いただきました。

保育幼稚園利用室

■体制（架け橋期カリキュラム開発検討会議） ■箕面市教育委員会事務局

箕面市ＰＲキャラクター
滝ノ道ゆずる

令
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５．架け橋期カリキュラム作成プロセス⑤（WGの語り合い）
箕面市ＰＲキャラクター

滝ノ道ゆずる

・授業（遊び）の進め方
・時間の流れ
・先生の話し方や工夫
・クラス内の掲示物
・教科書・教材
・子どもの雰囲気
・学習に向かう姿勢
・子ども同士の交流
・幼児教育と小学校教育
   のつながり

①共通点

②違い

③互いの工夫

④幼児教育と小学校教育
   のつながり

「子どもの姿」を共有する

◆見学（互いの状況を知る）
◆語り合いの場の設定

（互いの思いや工夫を知る）

令
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５．架け橋期カリキュラム作成プロセス⑥（施設見学）
箕面市ＰＲキャラクター

滝ノ道ゆずる

■見学（互いの状況を知る）

【就学前の環境、遊び】 【1年生の環境、授業のすすめ方】

知っているようで知らなかったことや実際に見ることによる気付き
・時間の使い方
・発達の時期に合わせた工夫
・現在の幼児教育、学校教育（教材や教科書等の変化）など

今
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５．架け橋期カリキュラム作成プロセス⑦（語り合い）
箕面市ＰＲキャラクター

滝ノ道ゆずる

■ワーキンググループの語り合い手法 ～ドキュメンテーションワーク～

【共通の手掛かり】 … 子どもの姿

ドキュメンテーションワーク

何をどのように学んでいるかを「可視化」

立場が異なる職員が対話するうえでの…

育みたい資質・能力

各教科等とのつながり

【共通の視点】

幼児期の終わりまでに
育ってほしい姿

相互理解

今
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【ワーキンググループにおけるドキュメンテーションの活用】
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ドキュメンテーションワークの様子

５．架け橋期カリキュラム作成プロセス⑧（ワーク事例）
箕面市ＰＲキャラクター

滝ノ道ゆずる

【就学前の事例】
ドッジボール

  積み木遊び
  じゃんけん列車 など
【小学校の事例】

ひらがな学習
  芋ほり など

ドキュメンテーションワーク事例

◆ドキュメンテーションワークの効果

相互理解 ・それぞれの教育の実態（共通点と違い）
・発達段階にあわせたそれぞれの工夫など 気付き

・誕生からの育ちの連続性
・遊びの中にある学びの芽生え
・「学びに向かう力」の育ち
・遊びと教科学習とのつながり など

今



14

■架け橋期
カリキュラム

地域の実情を考慮した
持続可能なカリキュラム

ワーキンググループで実践・検証して
作成したカリキュラムに、校区ごとに
「地域での取組」「子どもの交流」
「教職員の交流」を追記しました。
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６．架け橋期カリキュラムの構成①（共通の視点の設定）
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 従来から小学校就学前保育・教育施設、小学校はそれ
ぞれに「小学校への就学」という変化にスムーズに対
応できるよう、さまざまな工夫等を行い、それぞれの
カリキュラム等に記載してきました。

 これまで別々に行ってきた配慮や工夫を互いに知り、
改めて共通の視点で整理し、互いの状況を並べて見え
るようにするところから始めました。

 共通の視点を定める際には、文部科学省「幼保小の架
け橋プログラムの実施に向けての手引き（初版）」を
ベースに、手探りのカリキュラム開発が始まりました。

（カリキュラム作成にあたっての視点】

9璽て震胃さnる名饒

『IしRd王えi"を0

0としだ巨歎14.d遍

元11威尋

④先生の

関わり

5環頃の溝威

環境づくり

g家旺やIl!ii双と

の連澳

9•-

アプローチ期 (5歳児） スタート期 （1年生）

生活の場が広がり • 他者との関係の広がり ・ 興味の広がり ・ 依存から自立へ等
こうした発達を踏まえた期待する子ども像

諸感覚を通した体験を重ねる

過去の体験のつながり

遊びの中での気づき

目覚的な学び

プロセスを踏まえた内容 ・配慮

遊びを通した総合的な学び 生活科を中1じ正こ合科的 • 関連的な指導

貝体的活動や敦科等の単元等

幼児と先生との関係を中心としながら

他の幼児との関熙乃広がりへ

自己の世界が広がり、物との関わり

万、状況判断、他の幼児との関係が

できてくる中での保育者の役割

〇安心して遊びに没頭できる環境づくり

0自分の思いの実現や他者とつくる世界

を楽以5涸びの発展に配慮

幼児が自発的に環境に関わりたくな

る状況をつくる

関わりの多様化へ

丁寧な関わりを通して、自覚的な学びヘ

安心を生み、成長 ・自立を支える

気付きを固こ者えることを促す

気付きの質の高まり劉足す

〇自分の力で学校生活を送り目費的な学び

を生み出すような環浣に配慮

安心して活動できる環境や

主体的に学びに同かえるほ境をつくる

ともに子どもを育むパー トナーとしての淘房づくり

各地域 ・校区において持続可能な取り組み

＊上記の視点を踏まえ、具体的内容をか）キュラムに記戟しています．



①５歳児 ４月～９月 ②５歳児 １０月～3月 ③１年生 4月 ④1年生 5月～9月 ⑤１年生 １０月～3月

○日常生活の中で、さまざまな方法でコミュニケーションをと
り、他者と関わりあう。 
○基本的な生活習慣を身につけ、自分で考えて行動する。 
○身の回りの不思議さに気付き、予想し、工夫しながら、興味、
関心をもったものに集中して取り組む。

○友達と楽しく活動する中で、共通の目的に向かって、工夫したり、
協力したりする。 
○自分たちで生活の場を整え、一日の流れを意識し、見通しをもって
意欲的に行動する。 
○小学校生活を身近に感じ、就学への期待が高まる。

○進級した喜びを感じ、新しい出会いを楽しむ。 
○先生やクラスの友達の名前を覚えるなど先生や友達のことを知り、親しみの気持
ちをもつ。 
○学年での活動や他学年との関わりを通して、困った時には、誰かに相談しても大
丈夫と思える。

○先生や友達などのつながりの中で一人ひとりが
安心感をもって過ごす。 
○先生や親しい友達に自分の考えたことや思いを伝
える。
○学校生活のしくみやルールがわかるとともに、学
習に意欲や関心をもち、自ら関わろうとする。

○自信や見通しをもって意欲的に学校生活を
送ろうとする。 
○自分の思いや感じたことを表現し、相手の意
見や考えを聞こうとする。 
○分からないことや関心をもったことを自分
たちで調べたり、伝え合い考えを深めたりす
る

★散歩 ★ごっこ遊び ★楽器遊び ★色水遊び ★砂場遊び 
★異年齢交流（年下の友達との関わり）★当番活動 
★グループ活動 ★掃除 ★栽培活動 
○公共交通機関の利用 ○園外保育 〇春夏の草花や生き物に
触れる・みつける○水遊び

○芋掘り ○秋の自然物遊び ○作品展 ○劇遊び ○正月遊び 
○郵便ごっこ ○もちつき ○大掃除 
○お別れ会 ○氷づくり 〇秋冬の草花や生き物に触れる・みつける 
○小学校見学

○自己紹介○遊具の使い方を教えてもらう 
○給食開始  
○学校探検 
○春みつけ

○あさがお栽培 
〇生き物の飼育

○芋掘り  
○秋みつけ 
○たねができたよ。リースをつくろう 
○秋祭り 
○新１年生を迎える会準備

先生の関わり 

○自分なりの目的をもって取り組んでいる姿を認め、自信や
意欲がもてるようにする。 
○自然等との関わりの中で、子どもたちの気付きや発見を大
切にし、自然の面白さや不思議さが感じられるようにする。 
○ごっこ遊びなどでは、子ども自身が体験したことを引き出
し、それぞれの役割について話し合い、進んで参加できるよう
にする。 
○子どもが話す時（伝えようとする時）には、聞いてもらう喜
び、伝える喜びが感じられるようにする。 
○一人ひとりが大切にされる中で、人に対する信頼感や個性
を互いに認めあう気持ちを育む。 
○見立てる、イメージを膨らませる遊びを楽しめるようにした
り、その思いに共感したりする。
○さまざまな支援や配慮を要する子どもについては、個々の
課題等を踏まえつつ、他の子どもとつながり、安心して過ごせ
るようにする。

○遊びの中で、それぞれが思いを伝え、自分たちで見通しをもちな
がら進めたり、解決していけるような機会をもったり、援助を心がけ
たりする。 
○子どもが工夫してつくったり、かいたりする姿や豊かな発想を認
め、共感していく。 
○好きなことに集中したり、没頭できる時間を保障しつつ集団で活
動したり、話を聞く場面を取り入れたりしていく。
○就学への不安に寄り添いながら、一人ひとりの育ちや頑張りを認
め、励まし、自信をもって就学を迎えられるようにする。 
○小学校見学をしたり、入学後の生活について話し合ったりして、入
学を楽しみに待つ気持ちを育てる。 

○「ほぐす」「ひらく」「つながる」を心がけ、生活や学習のあらゆる場面で、教師が子
どもと子どもをつないでいくことを意識する 。
○入学当初は、不安を感じがちなので、笑顔で応え、声を掛けるなど、子どもとの
信頼関係を築くことを心がける。   
○園で経験してきたことなどを十分に認め、子どもが発表する機会をもったりす
る中で、子ども自身が安心して活動に取り組むとともに、自覚的な学びにつながる
ようにする。 
○文字や言葉の理解に個人差があることを踏まえ、視覚支援とともに丁寧な言葉
がけや関わりを大切にしながら、安心して活動に取り組めるようにする。
○特に初めての経験をする場面では、いろいろな教員が関わり、一人ひとりの子ど
もにきめ細やかに対応できるようにする。
○子どもの集中力や理解面から、短く、具体的に話すよう心がける。（1指示1動作
で活動できるよう意識する） 
○特に初めての経験をする場面では、いろいろな教員が関わり、一人ひとりの子ど
もにきめ細やかに対応できるようにする。
○さまざまな支援や配慮を要する子どもについては、個々の課題等を踏まえつ
つ、それまでのつながりや育ちを土台とし、子ども同士の相互理解を促し、安心し
て過ごせるようにする。

○幼児期に学んだことを問いかけ、引き出しなが
ら、経験したことを踏まえて、同じ部分や相違点に気
付くように言葉をかける。 
○必要に応じて、簡単な手遊びやゲーム等を取り入
れてから授業を始め、学習に意欲的に取り組めるよ
うにする。 
○子どもたちができたことを認めたり、取り組んで
いることを励ましたりして満足感･充実感をもって
学習できるように心がける。 
○日々の活動を通して、自分や友達の良さに気付け
るような機会をもち、一人ひとりが自分らしさを発
揮しながら、互いに認め合えるようにする。
○見立てる、イメージを膨らませる活動を取り入れ
たり、その思いに共感したり、他児に広げたりする。 

○学習や生活のさまざまな場面で、幼児期やそ
れまでに培った力を発揮できるような活動を
取り入れ、自信をもったり、さらに伸ばしたりで
きるようにする。 
○友達と一緒に考えたり、協力したりできる活
動を取り入れ、できるようになったという喜び
を感じ、進んで学習に取り組めるようにする。 
○友達といろいろな考えを出し合い、違いを受
け入れて新しい考えを生み出せるよう関わる。

 

 

 

 

 

 
 

架け橋期カリキュラム 　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊子どもとは・・・さまざまな支援や配慮を要する（特別支援教育・外国にルーツをもつなど）子どもを含むすべての子どもをいう
アプローチ期 ～子どもがどのように育つかを見据えて～ スタート期 ～子どもがどのように育ってきたかを踏まえて～

期待する子ども像

学びの芽生え 自覚的な学び

○総合的、複合的で、心との関わりが深い。（「面白そう」「不思議だな」「やってみたい」など）
○体験の中で「気付く」「分かる」 。
○気付きをきっかけにしながら、ひらめいて遊びを進める。 
○やりたいことをやり続ける中で、夢中になる。 

★遊びを通した総合的な学び（学びの芽生え）を意識し、好奇心や探究心、学びが深まるように環境を整え、関わる。
★学びに向かう力・人間性を大切に、意欲や好奇心を育てる。
★主体的な遊びや活動を継続していく中で、試行錯誤や工夫しながら対話し、その遊びや活動の深まりを引き出す。
★「気付き」につながる環境設定や言葉かけを意識する。
★継続性のある遊びや活動を「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」（１０の姿）で意味づけて確認する。

○めあてに向かって子ども自身が見通しをもち、自覚的に学ぶ。　　　　　
○授業を通して学ぶ。
○学んだことや気付いたこと、経験してきたことを次に生かしていく力を身に付ける。
○少人数で対話したり、絵や簡単な文で表したりすることを通して気付きを言語化する。

★幼児期の経験や育ちを活かして、どこにスポットをあてるか、どこで学びを深めるかコーディネートする。
★子どもが学びを自覚できるよう、問いかける、気付いたことを発表する機会をもつ、などして学びを整理する。
★「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」（１０の姿）、「育みたい資質・能力」（３つの柱）、「主体的・対話的な学び」を意識しながら、４５分単元の授業を行う。

園で展開される活動/
小学校の生活科を中

心とした各教科等の単
元構成等 

★通年行う活動

 

共通の視点

遊びや学びの
プロセス 

★プロセスを踏まえて
配慮すること

指
導
上
の
配
慮
事
項

子どもの学びや生
活を豊かにする園
の環境の構成・小
学校の環境づくり 

○自分のしたい遊びが十分楽しめるように用具、遊具を準備
しておく。 
○遊びの中でつくりたくなるようないろいろな素材を用意し
たり、見本をおいたりして意欲をもってつくれるようにする。
（種類別に分けたり並べたりして、使いやすいよう、片付けしや
すいよう準備しておく。） 
○楽しいことや好きなことに集中したり、没頭したりできる時
間を確保する。 
○自然の中で遊ぶ機会をもつようにし、未知なものに触れて
感動したり、不思議だなと思ったりするような心が動く体験
や、自然物を使ったさまざまな遊びが体験できるようにする。 
○遊びや生活の中で、数える、比べる、分類する、試すなどが
自らできるような道具や用具を用意しておく。 
○興味や関心に合わせて、見る絵本、読む絵本、調べる本など
を用意し、子どもが自由に選び、手に取れるようにする。 
○日常生活で使用するマークや写真には文字や数字を併記
し、その関係性に気付いたり、文字や数字に興味・関心がもて
るようにする。 
○一人ひとりの子どもにとって、より分かりやすく、見通しを
もった生活が送れるように、視覚教材等の環境を整える。

○劇遊びなど協同的な活動を通して、共通の目的の実現に向けて試
行錯誤や工夫、さまざまな気付きが生まれるようにする。また、友達
とイメージを共有し、見通しをもって取り組むことを通して、やり遂げ
た喜びと満足感が味わえるようにする。 
○自然事象や自然の変化に気付けるような機会をもち、不思議に
思ったり、試したり調べたりする経験ができるよう用具を準備する。 
○時計、カレンダー等を活用し、時間や日付の経過を意識して活動で
きるようにする。 
○文字や数量等への興味に合わせ、言葉遊び（しりとりや言葉集めな
ど）や郵便ごっこなどが楽しめるように五十音表や文字スタンプ、鉛
筆等を用意しておく。  
○活動を振り返り、互いの思いや気持ち、考えを知り、共有や共感が
できる場や時間をもつ。
○園生活最後の時期に充実感がもてるように、修了式の準備や記念
品づくり等、子どもの意見を取り入れ、各自が思いを込めて取り組め
るように計画する。 
○小学校を見学したり、小学校の先生の話を聞いたりする機会をも
ち、小学校入学への期待感と自覚を高める。

○学年やグループなどの活動を取り入れ、親しい友達との関わりを軸に子ども同
士の人間関係が広がるようにする。
○幼児期の遊びや活動を取り入れ、担任や友達と楽しみながら関わる活動を設定
する。（簡単な手遊びや友達づくりにつながるゲームを取り入れる） 
○環境の違いや個人差が大きいことを踏まえ、一人ひとりの姿をよく見つめなが
ら、子どもたちができることや経験していることを生かした授業を行う。 
○モジュール学習（45分の授業時間にとらわれず、柔軟に学習時間を設定する学
習方法）を取り入れ、子どもの実態に応じて徐々に４５分の授業に慣れるようにす
る。 
○生活科を核とした合科的な指導を取り入れることで、子どもの思いや願いの実
現に向けた活動をゆったりとした時間の中で進める。
○すべての子どもが、安心して新しい環境に慣れることができるよう、就学前施設
での工夫を生かしながら絵や写真等を使うなど、視覚教材等の環境を整える。

○隣同士や班など少人数で 話し合ったり発表した
りする機会をもつ。
○子どもや学級の実態や発達を踏まえ、時間割や学
習活動を工夫し、編成する。 
○情報量を精選し、安心して集中して学ぶことがで
きるよう環境を整える。（ユニバーサルデザインに配
慮した環境、写真・絵・電子黒板等などの視覚情報を
適宜活用する） 
○子どもの姿にあわせて、徐々に時計やチャイムを
活用した生活を組み立てていく。 
○１日の生活や学習予定について自分で確認できる
よう掲示物を用意する。 
○すべての子どもにとって、より見通しをもった生
活が送れるように、視覚教材等の環境を整える。

○学習や生活などの場面で、いろいろな友達
と協力しあえるよう、班や係での活動の機会を
設ける。
○生活科を中心にした各教科において、子ども
の姿に合わせた単元（合科・関連など）を構成
し、配列する。 
 ○これから先の予定に期待をもち、自分で確
認し、準備をしたり、行動したりできるように、
予定表等を掲示しておく。 
○進級する自覚や期待がもてるような活動を
設定する。（新１年生を迎える会等）

６．架け橋期カリキュラムの構成②（特徴）

15

アプローチ期
（①5歳児4月～9月、②5歳児10月～3月）
と、
スタート期
（③1年生4月、④1年生5月～9月、⑤1年生
10月～3月）
で構成しています。

小学校に入学して間もない４月は、特に配慮
が必要な時期であると考え、小学校１年生は４
月を４～９月とまとめずに、単独で作成してい
るのが特徴です。

【拡大】（４月と５～９月の工夫部分）

ワーキンググループにおいて共通理解を図り、改めて確認した工夫や配慮をカリキュラムに反映させました。

箕面市ＰＲキャラクター
滝ノ道ゆずる

今

f‘’‘‘‘‘ ＿ 一



     
 

   
  

     
   

   

 
  
 

   
 

 
 

先生の関わり 

○自分なりの目的をもって取り組んでいる姿を認め、自信や
意欲がもてるようにする。 
○自然等との関わりの中で、子どもたちの気付きや発見を大
切にし、自然の面白さや不思議さが感じられるようにする。 
○ごっこ遊びなどでは、子ども自身が体験したことを引き出
し、それぞれの役割について話し合い、進んで参加できるよう
にする。 
○子どもが話す時（伝えようとする時）には、聞いてもらう喜
び、伝える喜びが感じられるようにする。 
○一人ひとりが大切にされる中で、人に対する信頼感や個性
を互いに認めあう気持ちを育む。 
○見立てる、イメージを膨らませる遊びを楽しめるようにした
り、その思いに共感したりする。
○さまざまな支援や配慮を要する子どもについては、個々の
課題等を踏まえつつ、他の子どもとつながり、安心して過ごせ
るようにする。

○遊びの中で、それぞれが思いを伝え、自分たちで見通しをもちな
がら進めたり、解決していけるような機会をもったり、援助を心がけ
たりする。 
○子どもが工夫してつくったり、かいたりする姿や豊かな発想を認
め、共感していく。 
○好きなことに集中したり、没頭できる時間を保障しつつ集団で活
動したり、話を聞く場面を取り入れたりしていく。
○就学への不安に寄り添いながら、一人ひとりの育ちや頑張りを認
め、励まし、自信をもって就学を迎えられるようにする。 
○小学校見学をしたり、入学後の生活について話し合ったりして、入
学を楽しみに待つ気持ちを育てる。 

○「ほぐす」「ひらく」「つながる」を心がけ、生活や学習のあらゆる場面で、教師が子
どもと子どもをつないでいくことを意識する 。
○入学当初は、不安を感じがちなので、笑顔で応え、声を掛けるなど、子どもとの
信頼関係を築くことを心がける。   
○園で経験してきたことなどを十分に認め、子どもが発表する機会をもったりす
る中で、子ども自身が安心して活動に取り組むとともに、自覚的な学びにつながる
ようにする。 
○文字や言葉の理解に個人差があることを踏まえ、視覚支援とともに丁寧な言葉
がけや関わりを大切にしながら、安心して活動に取り組めるようにする。
○特に初めての経験をする場面では、いろいろな教員が関わり、一人ひとりの子ど
もにきめ細やかに対応できるようにする。
○子どもの集中力や理解面から、短く、具体的に話すよう心がける。（1指示1動作
で活動できるよう意識する） 
○特に初めての経験をする場面では、いろいろな教員が関わり、一人ひとりの子ど
もにきめ細やかに対応できるようにする。
○さまざまな支援や配慮を要する子どもについては、個々の課題等を踏まえつ
つ、それまでのつながりや育ちを土台とし、子ども同士の相互理解を促し、安心し
て過ごせるようにする。

○幼児期に学んだことを問いかけ、引き出しなが
ら、経験したことを踏まえて、同じ部分や相違点に気
付くように言葉をかける。 
○必要に応じて、簡単な手遊びやゲーム等を取り入
れてから授業を始め、学習に意欲的に取り組めるよ
うにする。 
○子どもたちができたことを認めたり、取り組んで
いることを励ましたりして満足感･充実感をもって
学習できるように心がける。 
○日々の活動を通して、自分や友達の良さに気付け
るような機会をもち、一人ひとりが自分らしさを発
揮しながら、互いに認め合えるようにする。
○見立てる、イメージを膨らませる活動を取り入れ
たり、その思いに共感したり、他児に広げたりする。 

 

 

○充実した園生活を過ごすことが、小学校の生活や学習につ
ながることを保護者に伝える。 
○友だち関係の広がりや深まりから見られる子どもの様子等
をクラスだより等で伝える。 
○遊びをとおした子どもの育ちを記録し、遊びや生活の中の
「学びの芽生え」について家庭に知らせる。 
○個人懇談等で、一人ひとりの育ちについて保護者と共通理
解を図る。

○就学に向けて、個人面談等で保護者とともに一人ひとりの育ちを
確かめる。また、保護者の相談には丁寧に応じ、どのように引き継ぎ
を行うか等、小学校入学までの見通しを伝える。 
○クラス懇談会等では、先輩保護者に話を聞けるような場を用意す
る。 
○特別な支援が必要な子どもについては、保護者の思いを受け止め
ながら必要に応じて関係機関との引き継ぎを丁寧に行い、安心して
就学につなげられるようにする。

○入学式や懇談会の他、連絡帳や学級だよりなどで学校生活や子どもの様子を伝
え、保護者の安心感につながるようにする。 
○特別な支援が必要な子どもについては、通っていた園と連携を図り、スムーズに
学校生活がスタートできるようにする。

○保護者がいつでも相談できる体制を整えていく。
また、保護者、子どもの不安を取り除けるように、共
感的、肯定的態度で寄り添う。 
○家庭訪問や個人懇談を通して、一人ひとりの子ど
もについて、その困り感や成長について家庭と共有
し、必要に応じて関係機関と連携を図る。

 

家庭や地域との連携 

地域での取り組み

子どもの交流

教職員の交流

指
導
上
の
配
慮
事
項

子どもの学びや生
活を豊かにする園
の環境の構成・小
学校の環境づくり 

○自分のしたい遊びが十分楽しめるように用具、遊具を準備
しておく。 
○遊びの中でつくりたくなるようないろいろな素材を用意し
たり、見本をおいたりして意欲をもってつくれるようにする。
（種類別に分けたり並べたりして、使いやすいよう、片付けしや
すいよう準備しておく。） 
○楽しいことや好きなことに集中したり、没頭したりできる時
間を確保する。 
○自然の中で遊ぶ機会をもつようにし、未知なものに触れて
感動したり、不思議だなと思ったりするような心が動く体験
や、自然物を使ったさまざまな遊びが体験できるようにする。 
○遊びや生活の中で、数える、比べる、分類する、試すなどが
自らできるような道具や用具を用意しておく。 
○興味や関心に合わせて、見る絵本、読む絵本、調べる本など
を用意し、子どもが自由に選び、手に取れるようにする。 
○日常生活で使用するマークや写真には文字や数字を併記
し、その関係性に気付いたり、文字や数字に興味・関心がもて
るようにする。 
○一人ひとりの子どもにとって、より分かりやすく、見通しを
もった生活が送れるように、視覚教材等の環境を整える。

○劇遊びなど協同的な活動を通して、共通の目的の実現に向けて試
行錯誤や工夫、さまざまな気付きが生まれるようにする。また、友達
とイメージを共有し、見通しをもって取り組むことを通して、やり遂げ
た喜びと満足感が味わえるようにする。 
○自然事象や自然の変化に気付けるような機会をもち、不思議に
思ったり、試したり調べたりする経験ができるよう用具を準備する。 
○時計、カレンダー等を活用し、時間や日付の経過を意識して活動で
きるようにする。 
○文字や数量等への興味に合わせ、言葉遊び（しりとりや言葉集めな
ど）や郵便ごっこなどが楽しめるように五十音表や文字スタンプ、鉛
筆等を用意しておく。  
○活動を振り返り、互いの思いや気持ち、考えを知り、共有や共感が
できる場や時間をもつ。
○園生活最後の時期に充実感がもてるように、修了式の準備や記念
品づくり等、子どもの意見を取り入れ、各自が思いを込めて取り組め
るように計画する。 
○小学校を見学したり、小学校の先生の話を聞いたりする機会をも
ち、小学校入学への期待感と自覚を高める。

○学年やグループなどの活動を取り入れ、親しい友達との関わりを軸に子ども同
士の人間関係が広がるようにする。
○幼児期の遊びや活動を取り入れ、担任や友達と楽しみながら関わる活動を設定
する。（簡単な手遊びや友達づくりにつながるゲームを取り入れる） 
○環境の違いや個人差が大きいことを踏まえ、一人ひとりの姿をよく見つめなが
ら、子どもたちができることや経験していることを生かした授業を行う。 
○モジュール学習（45分の授業時間にとらわれず、柔軟に学習時間を設定する学
習方法）を取り入れ、子どもの実態に応じて徐々に４５分の授業に慣れるようにす
る。 
○生活科を核とした合科的な指導を取り入れることで、子どもの思いや願いの実
現に向けた活動をゆったりとした時間の中で進める。
○すべての子どもが、安心して新しい環境に慣れることができるよう、就学前施設
での工夫を生かしながら絵や写真等を使うなど、視覚教材等の環境を整える。

○隣同士や班など少人数で 話し合ったり発表した
りする機会をもつ。
○子どもや学級の実態や発達を踏まえ、時間割や学
習活動を工夫し、編成する。 
○情報量を精選し、安心して集中して学ぶことがで
きるよう環境を整える。（ユニバーサルデザインに配
慮した環境、写真・絵・電子黒板等などの視覚情報を
適宜活用する） 
○子どもの姿にあわせて、徐々に時計やチャイムを
活用した生活を組み立てていく。 
○１日の生活や学習予定について自分で確認できる
よう掲示物を用意する。 
○すべての子どもにとって、より見通しをもった生
活が送れるように、視覚教材等の環境を整える。
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校区によって、地域リソース（地域のイベ

ントの有無や、小学校就学前保育・教育施設

数の多寡や園の規模など）が異なるため、

「地域での取組」や「子どもの交流」、「教

職員の交流」の部分は、校区ごとに追記しま

す。

校内で新たに取り組む内容がないかなどを

定期的に検討するため、学校の教育指導計画

にも挿入することとしました。

そうすることで、毎年自らの教育活動を、

架け橋の視点を意識して見直せるようにしま

した。

６．架け橋期カリキュラムの構成③（校区の特色を見える化）
箕面市ＰＲキャラクター

滝ノ道ゆずる

【拡大】
○充実した園生活を過ごすことが、小学校の生活や学習につ
ながることを保護者に伝える。 
○友だち関係の広がりや深まりから見られる子どもの様子等
をクラスだより等で伝える。 
○遊びをとおした子どもの育ちを記録し、遊びや生活の中の
「学びの芽生え」について家庭に知らせる。 
○個人懇談等で、一人ひとりの育ちについて保護者と共通理
解を図る。

 

 

 
 

家庭や地域との連携 

地域での取り組み

子どもの交流

教職員の交流

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 モデル地区で開発したカリキュラムをもとに、校区ごとに自校区の特色を見える化しました。

企
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７．教師の指導・援助及び子どもの学びの変化
指導・援助の変化（保育所・幼稚園・認定こども園）

子どもの学びの変化
 子どもたちが、今いる場所で「安心」して遊べる（学べる）ようになった。
 子どもたちへの取り組ませ方が変わったので子どもたちの学びに変化が出ていることがわかる。
「どこまでできる？」が見通せるようになり、判断ができるようになった。

 「やったことがないからできない」と思っていた。
「やったことあるからできない（入学前があり、就
学前にやっていたやりかたと違うからできない（し
ない））」ことがあるのだとわかった。

 以前は、「知らないから教えてあげないと…。」と
いう意識で「こうするんだよ。」と声かけしていた。
声かけに疑問形が増えた。「知ってる？」「やった
ことある？」「どうやってやるのがいいと思う？」
など、子どもたちに問いかける機会が増えた。

 子どもたちができないと思っていたことが実際には
できるなど、見通しができたことで教材開発やカリ
キュラムを模索する幅が広がった。

指導・援助の変化（小学校）
 架け橋の交流で、小学校の先生に「入学後
につながっている」と言われることで、自
身の保育や教育活動に根拠や自信がもてる
ようになった。

 子どもたちが自分で意見を言えるような声
かけを心がけている。「何がしたい？」
「どうする？」自分ができることをのばす、
子どもの力を育てる意識で行っている。

 子どもたちが意見を言うためには、心の安
定が必要で、安心づくりを心がけるように
なった。

箕面市ＰＲキャラクター
滝ノ道ゆずる

企
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開発検討会議で、保護者が知りたいと思う内容を聞き取り、その意見を参考にして、架け橋期において小学校や就学前施設
で行っている工夫を知り、家庭でもできることなどを紹介する「保護者向けおたより」を作成し配布を始めました。

８．保護者も一緒に（おたよりの発行）
箕面市ＰＲキャラクター

滝ノ道ゆずる

企
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年生の年度当初の様子を見学さゼていただきま した．その様子をご紹介します。

I見てわかる～綸や写真 ・文字をわかりやすく襄示~ | 
『この花知ってるかな？J 「今から00するよJ

がつながる ぼけ•Ill」は、小字校入字前の5疇児から
小学校1年主までの2年111のこと． ぬ2

だよII 子ど助成長にとって、とても大切な時期です．

た
疇●亀）

子ども、直書
畳け止める 10ろう）

‘‘---9」

たちで構成する 「槃91橋期ワーキンググルーブ」で

、 '"ものほ子や教育内容や工夫、配慮を知り、一繕に子と・
の膏ちと学びについて奪えています． 「遊びlから学ぷ幼児期から 「学習lから学
Illへと少しずつ変わっていく過種には 「安心」がとても大切です．

では、 1年生入学当初から、 子ども遠が安心して遇ごせるよう、 T寧な関わ りと

をされています．保護者の蓄ほが、安心して子ども這を学校に送り出していただ＜
も子どもの安心感につながります。また、 不安なことや困ったことがあるとさには、

ものことをよく知る学校や園が相談の場になる ことと思います．

翼直市霧II'饗●倉●●●子ども―..  

保II'・”'兒攣冑センター

生活科の学習の基本は 「体験すること」 ．いろいろな体験を通して．身冠な人々や社会、

自然なとについて一体的に字ぶ較科で'f.員体的な活動のなかで、1!1繕や籐叡． 音楽． 霰l

工などの知識や技能を使い、知識と体験が嗣びつく実想を通して 「彎スだことを表したい．

伝えたい」 「もっと字びだい」などといつだ気持ちを11うことができます．

幼児期の遊びをとおしだ字びを由しながら他敦和泊誓へ、

そしてその先の字誓につながっていきます．

f!11: 1年牛牛活科「あ吉tと名，ち l

r
 

―-一．
 

-

1

 

9
台
5

ー

•紐

幼
児
期
の
遊
び
が

つ
な
が
っ
て

"
]

』

-

・← 三

四 ：

幼饂C が9なが3 渾け•IIJ は． 9）9叩似亨酌の5繊知ら 枷

架 lt橋だより 悶比某累．If：芯品な彎胃で... 3 

～鵡児Illの遍tiやII績が 1ヽ零校以霞の零tiにつながってい事す～「言葉」

量U咋退をとnして．槽尋に麟Cをもって記€●色 分hるようになったり． 0分の息し9e"II.
しC り．帽手にガ刀るように!IIしこり.,.るなと．帽手に気膚ら，，伝わる経●や、●零€●して0を
遍"U る紐麟t11ら●n，伝え合う●び€●じるようになっていa事冒．

幼覺111では•• •
渥Uをとnして．試したり轡えe0しなdら．友だちと対話し． aらに詈えま9 その0で、ロ
9と貫なる”かめることに日コ90mm・エったりし.,.,._

nかった 1
きっとロロaん
じ●ない？

＊eって•Cl
く ●9よー 1

日じ目的に日，，って
亙だちにわ＂るように
fiU...J]しなdら
，，とつのことE
やり遍げようとしO,T.

小掌定にな3と•••
咀級をするという饂鰭そ●ねることで•..カの暴員い吐たり．人の畢覺を●いI!'.りすることそ字
u.心 の惰み●切ら”'eぃm伽て■費Eれとめること，，できるようなっかさ＝す・

． 、
n/!しは00だとl •ぅ心吐

坦町
ご軍翡では・・・子とも1””ちを十分に畳げ止めて5らうな口で．目力なりに
伝えようとしこり・ •鱗で伝え8 ったり9ることe豪しCようになっていe蒙9.
自分で関しCがら少しずつ9えをまとめているので．さえごっeり遷中で腿を贄
えたり＇ることなく、〇気置く話tうなガしてあげましょう．

....霧胄．．愈•It• 子ども書●劃•• 鐵冑 ・鰭覺麟冑センター



９．持続可能な取組にするための工夫
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箕面市ＰＲキャラクター
滝ノ道ゆずる

①子どもが「安心」できているか
→ 遊びや学びに向かう姿勢は、幼児教育の場でも、学校教育の場でも、「安心」できる環境の基で発揮されること。

②検証軸は「子どもの姿」
→ 取組が子どもの姿に返っているかどうかを常に意識して取組を行うこと。

③自身の保育・教育活動を見つめ直す
      → それぞれの保育や、幼児教育、学校教育において行っていることのねらいや意義を説明できるようにすること。

●現実的な到達可能点、方向性の提示
      → 学校、就学前保育・教育施設と対話を重ねながら現実的な到達目標を示し、着実にすすめていくこと。
 
●教育委員会にも「架け橋」を

→ 学校、就学前保育・教育施設だけではなく、教育委員会内の学校担当部局、就学前担当部局がともに事業を
            進めること。

■意識して大切にすること

■持続可能な取組にするための工夫

企



ご清聴ありがとうございました。

箕面市教育委員会事務局 子ども未来創造局 保育・幼児教育センター
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